






























─  教職志望学生を対象として  ─
Study on the Attitudes toward Vaulting Box Excercises
-A survey of the Teacher Trainee Students-
胡　　　泰　志・古　谷　嘉一郎 1









調査対象者として，H 大学教員養成課程所属の 1 年生 83 名を選出した。なお，H 大学教員養成
課程では小学校教諭一種免許，幼稚園教諭一種免許及び保育士資格が取得可能である。









































「体育が得意」については，授業後に有意に高値を示し（t（80）＝ 2.186, p ＜ .05），体育がより得
意だと認識していた。「体育を教える自信」についても，授業後に有意に高値を示し（t（80）＝ 2.530, 
p ＜ .05），体育を教える自信をより深めていた。台上前転の技能についても，授業後に有意に高値



















関係が認められた（r＝ .450 ～ .634，





に弱い相関関係が認められた（r ＝ .231 及び .236，









志望程度 4.5 ± 0.69 4.5 ± 0.67 80 .897
就職自信 3.3 ± 0.77 3.4 ± 0.87 80 1.467
??
得意 3.0 ± 1.25 3.1 ± 1.20 80 2.186*
好き 3.7 ± 1.10 3.9 ± 1.12 80 1.886
教える自信 2.7 ± 1.12 3.0 ± 1.10 80 2.530*
教えたい 3.5 ± 1.11 3.6 ± 1.15 80 .553
努力必要性 4.4 ± 0.73 4.4 ± 0.70 80 .139
?????得意 3.0 ± 1.18 3.1 ± 1.06 80 1.033
好き 3.3 ± 1.21 3.3 ± 1.13 80 .715
教える自信 2.7 ± 1.06 2.8 ± 1.16 80 .560
教えたい 3.3 ± 1.04 3.3 ± 1.07 80 .773
努力必要性 4.0 ± 1.06 3.9 ± 0.99 80 .469
??開脚跳び 3.2 ± 0.69 3.1 ± 0.86 80 1.563
抱え込み跳び 2.3 ± 0.89 2.4 ± 0.97 80 1.118
台上前転 2.7 ± 0.99 3.2 ± 0.66 80 6.086***









＝ .741 及び .770，それぞれ p ＜ .01），「体育を教えたい」との間にも比較的強い相関関係（r ＝ .503, 
p ＜ .01）が認められた。また，「体育が好き」は「体育を教える自信」及び「体育を教えたい」と
の間に比較的強い相関関係が認められた（r ＝ .678 及び .511，それぞれ p ＜ .01）。「体育を教え





い相関関係が認められ（r ＝ .799 及び .767，それぞれ p ＜ .01），「跳び箱運動を教えたい」との
間にも比較的強い相関関係（r ＝ .557, p ＜ .01）が認められた。また，「跳び箱運動が好き」は「跳
び箱運動を教える自信」及び「跳び箱運動を教えたい」との間に比較的強い相関関係が認められた
（r ＝ .694 及び .560，それぞれ p ＜ .01）。「跳び箱運動を教える自信」と「跳び箱運動を教えたい」
との間に強い相関関係が認められた（r ＝ .720, p ＜ .01）。「跳び箱運動を教えたい」と「跳び箱
運動を努力する必要」との間に弱い相関関係が認められた（r ＝ .322, p ＜ .01）。
C．自由記述
跳び箱運動の技能を向上させるために必要な事項に関する自由記述を分類した。分類されたカー
ドの枚数は 223 枚であった。分類したカテゴリーは表 5 に示した。カテゴリーは「感情・意気」，
表３．進路に関する項目と体育及び跳び箱運動に関する項目との相関
体育 跳び箱
得意 好き 努力必要性 得意 好き 努力必要性
志望程度 .186 .166 .114 .138 .059 .088
就職自信 .206 .154 .231* .053 .098 .236*
*p＜ .05
表 4-1．体育に関する各項目間の相関
体育得意 体育好き 体育教える自信 体育教えたい 体育努力必要性
体 育 得 意 1 .741** .770** .503** -.059
体 育 好 き 1 .678** .511** -.082
体 育 教 え る 自 信 1 .640** .116
体 育 教 え た い 1 .191
体 育 努 力 必 要 性 1
**p<.01
表 4-2．跳び箱運動に関する各項目間の相関
跳び箱得意 跳び箱好き 跳び箱教える自信 跳び箱教えたい 跳び箱努力必要性
跳 び 箱 得 意 1 .799** .767** .557** -.051
跳 び 箱 好 き 1 .694** .560** .059
跳び箱教える自信 1 .720** .151





















＝ 2.494, p ＜ .05），下位群の記述数は上位群より記
述数が多かった。
次に「跳び箱運動が好き」上位群，下位群ごとに自由記述を分類した。その結果，分類されたカー












得意 35 3.0 ± 1.32 46 2.9 ± 1.48 79 .296
好き 50 3.0 ± 1.45 31 3.0 ± 1.35 79 .038
教える自信 29 3.0 ± 1.38 52 2.9 ± 1.43 79 .281
教えたい 40 3.0 ± 1.28 41 3.0 ± 1.53 79 .159
?????得意 30 2.6 ± 1.10 51 3.2 ± 1.52 79 1.872
好き 35 2.5 ± 1.09 46 3.3 ± 1.53 79 2.494*
教える自信 21 2.8 ± 1.12 60 3.0 ± 1.50 79 .626






































































本研究では教職志望大学生 81 名（男子 30 名，女子 51 名）を対象として，跳び箱運動や体育に
関する認識を明らかにするとともに，教職志望学生への支援のあり方について検討した。その結果，
跳び箱の授業を受けることにより体育に関する積極的な意識や体育を教える自信が身についたもの
の，跳び箱運動自体を教える自信にまでは繋がらなかった。また，跳び箱運動の技能を向上させる
ために必要な事項に関する自由記述から，特に跳び箱に対する苦手意識を持っている学生に対して，
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跳び箱を跳ぶことに関する恐怖心を克服するためにより手厚い手当ての必要性が伺われた。
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資料 1-1．跳び箱愛好度上位群における自由記述カード
A1
恐怖心をなくす
怖がらない
恐れない
恐れないこと
怖いと思わないこと
怖いという意識を持たない
怖いという恐怖心を無くすこと
恐怖を感じない
怖さを捨てる
跳ぶこわさを捨てる
A2
勇気
勇気を出す
跳び箱を前にしての勇気がまずないとできない
一度できれば後もできると思うので跳び箱では勇気がいる
思い切りする勇気
思い切りの良さ
思いきり
思い切りやる
勢いを計算に入れる
A3
自信を持つこと
できると思ってやってみる
努力
挑戦すること
向上心をもつ
B2
友だちのアドバイスをよく聞く
他の人からのアドバイスを真剣に聞く
できる人に聞く
手の付く場所，跳び方を教えてもらう。
仲間同士で教え合う
跳び方を伝え合うこと
皆でできてない点を言い合う
助言しあう
B3
観察力
上手な人を観察する時間が必要
できる人の技をみる
できる人を見る
できる人をよく見て学ぶ
大切なポイントなどを意識して，できる友だちの跳んでいる姿勢などをよく見るようにする
上手な人の跳び方をまねる
皆のことをよく見てマネする
自分の跳び方を見て，直す所を見つける
C1
練習
練習すること
たくさん練習する
何度も練習する
何度も練習すること
とにかく練習する
もっと，多く練習時間をつくる
跳べるまで練習すること
積極的に練習をする
C2
跳び方をしっかり理解する
コツを覚える
体で覚える
C3
姿勢を意識しながら跳ぶことが必要
跳ぶときの姿勢や手の付き方など，細かいところに注意と意識をして取り組む
C4
基本的なことを学んでおくこと
マットで，まずはうさぎ跳びなどして練習する
マット運動のうさぎ跳び
マットでうさぎ跳びなどたくさんする
C5
低い段から挑戦する
手の置く位置や頭を置く位置などを 1回 1回跳んだ後に振り返ることが大切
なぜできなかったのか，次はどうすればできるようになるか，振り返りと改善策を考える
D1
姿勢
体を十分に使う
台上前転は勢い必要
D2 タイミングよく助走する
D3
しっかり踏み込む
踏切を強く踏む
高く跳ぶことを意識する
跳ぶときにしっかりジャンプする
跳ぶタイミングを理解すること
ジャンプ台を有効的に使う
ちゃんと飛び板を使って跳ぶ
D4
手の付く位置を気を付ける
手の付く位置に気を付ける
手の付くところ
跳ぶときに手の位置を調節する
手をつく位置をそれぞれの跳び方に合わせる
手の付く位置を一つ一つの跳び方で理解しておくこと
手の付き方に気を付ける
D5
開脚は切り返しが大事
抱えこみはちゃんと手で押す
D6
着地
着地がまだできないので，着地をきれいにする必要がある
E1
自分の体を自由自在に扱えるような体力をつける
脚力
体幹を鍛える
E2
柔軟性を高める
開脚のためストレッチする
F 跳び箱と飛び板はくっつけたらだめだと思う
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資料 1-2．跳び箱愛好度低位群における自由記述カード
A1
恐怖心を無くすこと
恐怖心を無くす
恐怖心をなくす
抱えこみ跳びをする際に恐怖心を無くす
跳び箱に対する恐怖心をどうにかする
恐怖心を忘れて跳ぶ
“跳び箱から落ちたら…”などを考えて生まれる恐怖心を無くすよう練習すること
低い高さから徐々に高くして恐怖心を無くすこと
怖がらないこと
こわがらない
跳び箱に対して怖がらないこと
怖がらずに落ち着いて跳ぶこと
怖がらずに勢いよく跳ぶ
跳ぶことを怖がらない
怖さを無くす
怖さを無くすこと
跳ぶ瞬間に怖気づかないこと，躊躇しないこと。
A2
勇気
勇気をだす
勇気を出して勢いでとぶ
思い切り
思いっきりやってみる（アドバイス通りに，おおげさに）
勢い
勢いをもってやること
A3
自信を持つ
できるようになりたいと思うこと
気持ち
やろうとする気持ち
跳ぶぞという気持ち
できないことに挑戦する
始めからあきらめないこと
B1
先生の説明をよく聞く
先生のアドバイスを聞いて努力する
先生が言われたことを意識する
先生やできる人にポイントを聞く
B2
友だちにアドバイスを求める
友だちに見てもらう
できる友だちに教えてもらう
友人に見てもらって，改善するべきことを聞く
自己判断ではなく周りに見てもらうこと
できていない所を人に聞く
上手な人に教えてもらうこと
他人に頼ること
友だちと教え合う
教え合うこと
どのように跳んでいるか伝えあう。
B3
上手な人を見て技や工夫を盗む
上手にできている人の技を見て，自分には何が足りないのか考える
できる人の姿をみて，参考にする
手本となる人を見つける
上手な人の跳び方をよく見る
人からのアドバイスや人の跳び方を見ておくこと
人の動きをまねできること
C1
練習
何度も練習すること
何度も練習する
何回も練習する
繰り返し練習すること
練習を重ねる
もっと練習する
回数を重ねて練習する
できない種目を何度も練習する
たくさん跳ぶこと
何回も繰り返し行う
何度も挑戦すること
できるまで挑戦
とにかくチャレンジしてみる
C2
理解すること
基本を理解する
フォームを理解すること
コツをつかむ
コツをつかむこと
コツを知ること
ポイントを押さえること
正しい跳び方のポイントを意識する
きれいなフォームで跳ぶ
まずは，自分がちゃんとできること
C3
シミュレーションをすること
イメージトレーニングをする
きちんとしたフォームを意識しながら跳ぶ
きれいな形を意識する
C4
基本的な動きを身につけること
基本からすること
マット運動ができること
基礎を固める（台上前転だったら，前転をマスターするなど）
マット運動がまだまだできていないので，マットが上手にできるように練習する
C5
まずは少ない段から始めること
小さい段から練習していく
注意することを 1つずつでいいから直していく
何が悪いのかを考えて，毎回何かを変えてその種目に臨む
反省して次に活かす
素直にアドバイスを聞き入れようとすること
D1
技術
姿勢
重心
目線
目線をあげること
D2
助走
助走の勢い
D3
踏切
踏切をしっかりする
踏切をしっかりすること
踏み込み
思いっきり踏み込むこと
ロイター版を強く踏む
しっかり跳ぶ
踏切台をしっかり跳ぶこと
上に跳ぶのではなく，前に跳ぶ
回るときはスピード出す（そのためにジャンプ）
踏切に気を付けて回ること
踏み込むタイミング
踏切のタイミングを見つけること
跳ぶタイミングをつかむ
ロイター版をうまく使うこと
D4
着手
手の付く位置
手の付く場所
手の位置
手の位置に気を付けて回ること
台につく位置を遠くにする
手を遠くにつく（開脚跳び）
手をしっかり付けること
手をつくタイミングをつかむ
D5
手でしっかり跳び箱を押すこと
まっすぐまわること。
まわるときは頭のてっぺんではなく首の後ろがつくようにする
D6 着地のやり方
E1
体力
両脚で跳ぶ力
足の力
跳ぶ力
ジャンプ力
両腕で支える力
E2
柔軟性
柔軟をする
E3
バランス
バランス力
F
安全に配慮すること
やせる
